
○今後もＴＥＣ－ＦＯＲＣＥで現場へ行く可能性があるため、事前に研修を受けておくことはとても良いと思う。
○大変勉強になりました。土砂災害だけではなく、あらゆる災害に対しての研修があればまた参加したい。
○ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥに行ったことがないので、現地で何をしているのかよくわかりました。
○講義はわかりやすかったと思う。ただ実際に現地で状況を的確にまとまめるのは難しかった。

○現地研修（実地）

「土砂災害危険箇所緊急点検に関する研修会」を開催しました
〈ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ研修〉 多治見砂防国道事務所

１．開催日時
　　　平成２３年１２月９日（金）　１０時００分～１７時００分

２．開催場所
　　　多治見砂防国道事務所及び現地（多治見市内の３箇所）

３．目　  　的
　 　近年、地震や台風、局所的な集中豪雨により全国各地で土砂災害等が多発し、一部では甚大な被害が発生
　 しています。
 　　これまで被災箇所の緊急点検のため緊急災害対策派遣隊（＝TEC-FORCE）を派遣してきました。
　　 多治見砂防国道事務所では、土砂災害危険箇所の緊急点検が実施できるよう職員の技術力向上を目的に、
　これまで研修会を実施してきました。
　　今年も当事務所職員のみならず、岐阜県内（４事務所）、愛知県内（１事務所）職員の参加により行われました。

３～４名／班の８班編制でカルテと現地を見ながら班毎に点検を実施

・「平成２３年台風１２号のＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ活動報告」
　講師：企画部　河野防災課長

・「土砂災害防止法に基づく緊急調査（天然ダム）」
　講師：河川部　松下河川計画課長補佐

・「土砂災害危険箇所緊急点検の実際」
　講師：木曽川・庄内川砂防ボランティア協会
　　　　 矢代会長

班毎に点検結果の整理

各班の点検結果の比較・検証

○所内研修（座学）

約５０名の職員が
参加しての研修で

した

所長あいさつ

班別に点検結果を報告
講師による個別指導

参加職員の感想


